
 
 

 

 

 

 



【予想の方向性】 

１月開催の京都は、中山芝とは逆の意味で 

レアな馬場になっており、路盤の状態が悪く 

力の要るコンディションになっております。 

 

また、改修工事で改善されていた外枠不利が 

復活しており、８枠は若干の割引対象にしたくなる 

枠順傾向が出ております。 

 

血統面では、父サンデー系で母父ミスプロ系の配合が 

トレンド血統になっております。 

（該当馬はトレンド血統欄に「注」マーク） 

 

日経新春杯は４年ぶりとなる京都開催となりますので、 

血統傾向に関しては、トレンド血統を優先した方が 

良いと判断しました。 

 

京都開催「日経新春杯」の前走傾向は、 

重賞で３着から９着だった馬と、３勝クラスで 

４着以内だった馬の好走が抜きんでており、 

前走ＯＰ特別組は壊滅的な成績となっております。 

 

 



【予想見解】 

 

◎５番レッドバリエンテ 

父：ディープインパクト 

母父：米ミスプロ系 

祖母父：欧ネヴァーベンド系 

 

前走は初めての重賞挑戦で究極の鞍上弱化。 

直線ごちゃつくレースを捌けない未熟さに足を引っ張られ 

上り３位の末脚を駆使するも７着まで。 

 

今回は重い馬場で圧勝に導いた西村Ｊに乗り替り。 

 

本来の力を発揮出来れば、今の馬場コンディションを味方に 

上位争いに加わる可能性が高いと考えております。 

 

 

★６番ディアスティマ 

父：ディープインパクト 

母父：米ミスプロ系 

祖母父：欧ブラッシンググルーム系 

 

力の要る馬場を得意としており、 



前に行ければ複勝率７８.６％の堅実さを誇る馬。 

 

前走は長欠明けの追い不足で、 

馬に行く気が無かったと北村友Ｊはコメントしておりました。 

 

４ケ月未満の休み明けが走りごろのタイプで、 

今回は自分の競馬をしてくれるのではないかと。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連単３頭ボックス 

５番・１３番・１４番 

 

３連複フォーメーション２３点 

１４－５・１３－総流し 

 

くまもん馬券 

複勝 ６番 

ワイド ６－５・１３・１４ 

 

馬連・３連複流し 

５－４・６・７・８・９・１３・１４ 


